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三田社会学第 20 号（2015） 

 
塩原良和「コメントに代えて――「移動」へのエンパワーメントとしての「定住」支援に向けて――」 
『三田社会学』第 20 号（2015 年 7 月）65-68 頁 

コメントに代えて 

――「移動」へのエンパワーメントとしての「定住」支援に向けて―― 

 

塩原 良和 

 
 2014 年度三田社会学会大会シンポジウム「在日外国人・マイノリティの現在――移住と定住

をめぐって」では、4 名の登壇者による充実した報告と活発な討論が行われた。筆者は当日、

報告に対するコメンテータを務めさせていただいた。しかし本特集に収められている各氏の論

考は当日の報告をもとに改めて執筆されたものであるため、本稿では当日のコメントや質疑を

そのまま再現することはせず、そこから筆者自身が受けた示唆を展開させて記述することにし

たい。 
 筆者は 2007 年以来、勤務校の学部学生向け実習授業を通じて、川崎市・横浜市臨海部におけ

る外国につながる中高生のための学習支援・居場所づくり支援に関わってきた（塩原・原 2011; 
Shiobara 2014）。その縁もあり、横浜市・川崎市における外国人住民の状況に関する調査（鶴見

区地域振興課 2012; 社会福祉法人青丘社学習サポート事業チーム 2012; 川崎市 2015）に参加し

たり、行政や公益法人による外国人住民支援に関係する会議のメンバーやアドバイザーを務め

てきた。その過程で、人々が「定住」している状態が正常であり、「移住」あるいは「移動」し

ている状態はそこからの逸脱であるという、伊豫谷登士翁が指摘した従来の移民研究における

バイアス（伊豫谷 2007: 3-4）が、外国人住民支援の現場にも形を変えて存在している様子を観

察してきた。 
とりわけ、外国につながる子どもへの日本語・学習・進路支援に関わる多くの人々に「外国

人住民は母国に帰らず日本に『定住』する意思決定をして、日本社会にスムーズに適応するよ

うに努力することが望ましい」というバイアスが広く共有されている。たとえば子どもの日本

語保障に取り組む際、就学前に日本語力の基礎を身に付けなければ小学校入学以降の勉強につ

いていけなくなることが懸念される。それゆえ子どもたちが幼少期に親の母国に長期間滞在し

て再び来日することは、母国に帰っているあいだに「日本語が抜けてしまう」ために歓迎され

ない傾向がある。外国人の親が自分の子どもと母語で話すのを露骨に非難する人はさすがに少

ないものの、「日本語を覚えるためには」という限定付きで、できれば家庭でも日本語を使って

ほしいと考える支援者や教員は少なくない。 
また外国につながる中学生への学習・進路支援では、さまざまな事情で学力達成が十分では

ない生徒たちを、どうにかして「高校（可能であれば全日制の高校）に行かせること」が現実

的な目標になる。首尾良く高校に行けた後は、大学進学が可能な学力があり家庭環境に恵まれ
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 以下のⅡ‐問 12 は、日本国民に対し、地域活動に参加する志向性を聞いたものである。 
 

表 1. 地域活動への参加 
Ⅱ-問 12 あなたは、地域の中で、つぎのような活動に参加していますか。（〇はそれぞれ１つ） 

 参加している 
参加していないが、 

参加してみたい 
参加したくない 

① 町会の活動 24.6% 22.3% 53.1% 

②  PTA や保護者会の活動 19.5% 17.5% 63.0% 

③  ボランティア活動 13.3% 52.6% 34.1% 

④  趣味のサークル・団体活動 23.5% 45.8% 30.7% 

⑤  スポーツのサークル・団体活動 20.7% 39.1% 40.2% 

 
 新宿在住の日本人で、現在地域活動に参加している者は約 2 割に留まり、相手が外国人か否

かを問わず、実はたとえ関心があったとしても、日本人自身が地域の隣人とあまり関わらない

ライフスタイルが珍しくないことが浮かび上がってくる。 
 多文化共生の実態を考える際、こうしたホスト社会のマジョリティ間における関係性の希薄、

孤独の問題から考える必要がある。社会的に孤立しているのは、外国籍住民だけではなく、そ

もそも日本国民自身が、相手が誰であれ、地域でのつき合い・活動には消極的であり、「孤独化」

している。この日本人どうしの関係性と、外国籍住民が感じる疎外感とは無関係ではない。外

国籍住民が感じる疎外感は、日本人の「孤独化」を映し出す鏡なのだろう。 
 逆に言えば、多文化共生を進めるということは、相互交流・相互理解を進めることであり、

外国籍住民と日本国民の関係のみならず、日本国民どうしにおける孤独・孤立の問題が解消さ

れる状況を生むはずである。 
 こうした状況に加え、日本社会においては人々を分断し、序列化していく制度がより強化さ

れている顕著な例として、2012 年 7 月 9 日に完全施行された「新しい在留管理制度」が挙げら

れる。ヘイト・スピーチに見られる外国人排斥運動は、こうした「分断の壁（＝言語の壁、心

の壁）」「新しい在留管理制度」と並行して、東アジアの国際関係と関連して生起している。 
少子高齢化の深刻化とともに、外国籍住民（特に女性）に介護労働の担い手として期待する向

きが強まっているが、在日外国籍女性のアイデンティティ、トランスナショナル社会空間のあ

り方とともに、上記の複合的な視点から「日本で定住することの困難」について分析すること

が求められる。それは、外国籍住民、とりわけ外国籍女性にとって重要であるのみならず、彼

女たちが「永住したいと思える」社会を目指して、住民どうしのよりよい関係を構築すること
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た一部の生徒を除き、地元の中小企業などで最低限非正規雇用ではない「安定した」職につく

ことが期待されがちである。いずれにせよ、中学・高校の途中で親の母国に長期帰国したり卒

業後に永住帰国することは、日本の学校で支援を受けながら目指してきた日本への「定住」を

中断・放棄する「失敗・挫折」と見なされがちである。 
 ただし外国人住民に「定住」を要請するこのバイアスを、同化主義だと片づけるのは単純過

ぎる見方である。なぜならそれは、言語・文化的差異を承認する社会的・制度的土壌がきわめ

て乏しい日本において外国人住民が少しでも良い生活を送るためには、なるべくすみやかに日

本語を覚えて日本社会のやり方に慣れさせなければならない、という現場の支援者の切実な判

断の帰結でもあるからだ。それゆえそうした支援現場では、いわゆる多民族・多文化共生とい

う理念は理想としては受け入れられても「きれいごと」として敬遠されることも少なくない。 
 その多民族・多文化共生の推進を目指す立場からも「定住」は理想化されがちである。その

背景には、多民族・多文化共生に反対・無関心な人々が「外国人はいずれ自国に帰る一時滞在

者・出稼ぎ労働者であり、住民としての社会的包摂に向けた公的支援は不要である」という固

定観念をいまだに抱きがちなことがある。この固定観念は戦後の日本社会で強固に存続し、在

日コリアンに対する制度的・心理的な差別や、1980 年代以降のいわゆるニューカマー外国人住

民の増加に対する社会統合政策の不備を正当化してきた。それに対して多民族・多文化共生の

推進を目指す人々は、外国人住民も日本社会の構成員であり、しかも滞日期間の長期化や第二

世代以降の台頭など「定住化」の傾向を強めているがゆえに、その権利保障と社会統合のため

の公的支援が必要である、という論理を構築することで世論や行政を説得しようとしてきた。 
こうした経緯があるにしても、一方では「日本人」の子どもや若者には幼少の頃から英語を

学ばせ「グローバル人材」になることを奨励する傾向が顕著であるにも関わらず、他方ではそ

の存在自体がまさにグローバル化の産物である、外国につながる子どもや若者の母語・母文化

の維持に十分な注意が払われない今日の状況には問題がある。子どもや若者たちの「将来のた

めを思う」支援者たちの熱意と誠実さに疑問の余地はないとしても、外国につながる子どもや

若者への支援が日本語のすみやかな習得と日本の学校文化への順応、そして日本の教育制度の

なかでの学力達成に偏り過ぎてしまえば、本来トランスナショナルでハイブリッドな存在であ

るはずの彼・彼女たちがナショナルな文化や制度の枠組みに閉じ込められ、国境を越えて自己

実現する潜在能力を失ってしまうのを助長しかねない。 
そもそも行政や地域社会の支援を必要としている外国につながる子どもや若者は、日本語

力・学力・家庭環境において不利な状況にあることが多く、大学に進学できる生徒は依然とし

て少数派である（塩原 2014）。文化的再生産と貧困の連鎖に囚われてしまった生徒たちが、そ

こから抜け出すのは容易ではない。その結果、「日本社会にスムーズに適応できるように」支援

を受けて高校を卒業した彼・彼女たちの多くは、その日本社会を下支えする製造業・サービス

業における非熟練・半熟練労働者として労働市場に組み込まれていく。それもまた、日本社会

への「定住」のひとつのあり方かもしれない。しかし「これから先は自分の力で生きていけ」
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の意義を見いだす度合いは低い。その代わりに、「部活を通して友情を深める」「自由な時間

を持つ」などが日本では非常に重視されている（本田 2005: 124-5）。 
日本の高校では当然のこととして受け止められている「自由な時間を楽しむ」や部活等で「友

情をはぐくむ」など、メリトクラシーの希薄さは海外から来日した生徒たちにとって、日本の

学校に馴染むのを阻む要因であるともいえるだろう。 
 

（２）学習スタイルの相違 
フィリピンであれば英語、中国であれば数学のような教科は日本に比べ進度が早いため、日

本語をそれほど基盤としない科目では、じつは来日年数が短い生徒のほうが成績に有利に働い

ていることも事実である。そのため、これらの科目については日本で育った時間が長い子ども

より、「直前来日型」の子どものほうが有利になるという（広崎 2007:230）。母国での既習事

項については、かれらにとっては「貯金」のごとく、まず日本の高校受験において、そして入

学後の学習においても「強み」となっている。 
しかし、その「貯金」も時間の経過とともに減少してくるし、未習事項や未習科目について

はとたんに「日本語」が壁となって立ちはだかることになる。とくに中国人生徒にどのように

勉強をしているかと聞くと、「テスト前はプリントをとにかく丸暗記している（死記硬背）」

と答える者が多い。同校で日本語を指導する非常勤講師は、学内のイベント後にそれについて

の作文を書かせようとしたところ、「模範文を欲しい」と尋ねられたという。また提出された

文章が形式的だったこともさらにその教師を驚かせたという（坪谷 2013: 145）。また日本語能

力試験の最上級である N1 に合格しても日本語をうまく話せないなど、高校の試験や検定試験

では測りきれない日本語の会話力や文章力向上の難しさもこの講師たちは指摘している（坪谷

2013: 145）。 
母国の学校と比較して勉強量の少なさに不安を持ちながらも、授業や勉強の仕方やコツをう

まく掴みきれないでいる外国につながる生徒の実態が窺える。このことを良く表す中国人生徒

の語りがある。 
 

D（中国、女子）  
中国の学校では教科書通りに系統立てて、教科書を暗記してという勉強しかしてこなか

ったから、日本の学校のように「わからないところがあれば先生に聞きなさい」と言われ

ても何がわからないのかがわからないのです。だから、日本語の勉強方法にしても、なか

なかつかめないんです。もっと日本語の授業の時間を増やしてほしいです。 
 

G、H（中国、女子） 
夏休みに何校が大学説明会に行ってそれをグループごとに発表するという課題があり

ました。「自由にまとめて良い」と言われてもどんな風にまとめれば良いのかわからない
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「幸せの見つけ方は人それぞれだよ」と、真実ではあるが気休めにしかならない励ましの言葉

をかけながら、彼・彼女たちをそうした労働市場に送り出すことが「定住」支援になしうる最

善のことなのだろうか。 
言うまでもないことだが、外国につながる子どもや若者への日本語・学習支援が不要だと主

張しているわけではもちろんない。なるべく多くの人々が自らの望む教育や就労の機会を得ら

れるように、そうした支援は一層充実させなければならない。外国人住民に対する社会統合政

策がいまだに十分に整備されていない日本においてはなおのこと、さらなる施策の整備が要請

される。そのうえで、外国につながる若者が日本の大学に進学できたとしても、排外主義的風

潮が強まりつつある現代日本社会で閉塞感や生きづらさを抱えながら生きることが彼・彼女の

人生の選択肢のすべてである必要もない。 
 重要なのは、当面は日本への「定住」を前提とするにしても、将来のいずれかの時点で帰国、

再移住あるいは往還移住を本人や家族が決断した際に、外国につながる子どもや若者、そして

その家族がより良い人生を実現する潜在能力をもって移動していけるような「定住」支援のあ

り方を模索することである。そしてこれは、外国人住民支援だけの課題ではない。ジグムント・

バウマンも述べたように、高度近代に生きる個人は皆多かれ少なかれ、物理的あるいは精神的

に、常に移動しながら人生を送っている（Bauman 1998=2010: 107-109）。移動こそが人間の生の

常態であり、「定住」が一時的な滞留状態に過ぎないのであれば、自分自身の移動のあり方を自

己決定できる力を養うこと、すなわち「移動へのエンパワーメント」が、マジョリティ国民で

あるかエスニック・マイノリティであるかを問わず、すべての市民に対する教育・社会政策の

基本的前提でなければならないだろう。それは国民国家の教育・社会政策を「方法論的ナショ

ナリズム（Beck 2002=2008: 64-71）」の制約から解き放って再構想することでもある。外国人住

民への「定住」支援のより良いあり方を模索する際にも、彼・彼女たちが労働や生活の場面で

直面する具体的な課題に向き合うと同時に、越境する存在としての彼・彼女たちの潜在能力を

活かす道を広い視野で考えていく姿勢が必要なのだろう。 
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れている顕著な例として、2012 年 7 月 9 日に完全施行された「新しい在留管理制度」が挙げら

れる。ヘイト・スピーチに見られる外国人排斥運動は、こうした「分断の壁（＝言語の壁、心

の壁）」「新しい在留管理制度」と並行して、東アジアの国際関係と関連して生起している。 
少子高齢化の深刻化とともに、外国籍住民（特に女性）に介護労働の担い手として期待する向

きが強まっているが、在日外国籍女性のアイデンティティ、トランスナショナル社会空間のあ

り方とともに、上記の複合的な視点から「日本で定住することの困難」について分析すること

が求められる。それは、外国籍住民、とりわけ外国籍女性にとって重要であるのみならず、彼

女たちが「永住したいと思える」社会を目指して、住民どうしのよりよい関係を構築すること
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の意義を見いだす度合いは低い。その代わりに、「部活を通して友情を深める」「自由な時間

を持つ」などが日本では非常に重視されている（本田 2005: 124-5）。 
日本の高校では当然のこととして受け止められている「自由な時間を楽しむ」や部活等で「友

情をはぐくむ」など、メリトクラシーの希薄さは海外から来日した生徒たちにとって、日本の

学校に馴染むのを阻む要因であるともいえるだろう。 
 

（２）学習スタイルの相違 
フィリピンであれば英語、中国であれば数学のような教科は日本に比べ進度が早いため、日

本語をそれほど基盤としない科目では、じつは来日年数が短い生徒のほうが成績に有利に働い

ていることも事実である。そのため、これらの科目については日本で育った時間が長い子ども

より、「直前来日型」の子どものほうが有利になるという（広崎 2007:230）。母国での既習事

項については、かれらにとっては「貯金」のごとく、まず日本の高校受験において、そして入

学後の学習においても「強み」となっている。 
しかし、その「貯金」も時間の経過とともに減少してくるし、未習事項や未習科目について

はとたんに「日本語」が壁となって立ちはだかることになる。とくに中国人生徒にどのように

勉強をしているかと聞くと、「テスト前はプリントをとにかく丸暗記している（死記硬背）」

と答える者が多い。同校で日本語を指導する非常勤講師は、学内のイベント後にそれについて

の作文を書かせようとしたところ、「模範文を欲しい」と尋ねられたという。また提出された

文章が形式的だったこともさらにその教師を驚かせたという（坪谷 2013: 145）。また日本語能

力試験の最上級である N1 に合格しても日本語をうまく話せないなど、高校の試験や検定試験

では測りきれない日本語の会話力や文章力向上の難しさもこの講師たちは指摘している（坪谷

2013: 145）。 
母国の学校と比較して勉強量の少なさに不安を持ちながらも、授業や勉強の仕方やコツをう

まく掴みきれないでいる外国につながる生徒の実態が窺える。このことを良く表す中国人生徒

の語りがある。 
 

D（中国、女子）  
中国の学校では教科書通りに系統立てて、教科書を暗記してという勉強しかしてこなか

ったから、日本の学校のように「わからないところがあれば先生に聞きなさい」と言われ

ても何がわからないのかがわからないのです。だから、日本語の勉強方法にしても、なか

なかつかめないんです。もっと日本語の授業の時間を増やしてほしいです。 
 

G、H（中国、女子） 
夏休みに何校が大学説明会に行ってそれをグループごとに発表するという課題があり

ました。「自由にまとめて良い」と言われてもどんな風にまとめれば良いのかわからない
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